
平成 24 年 11 月

高　 山 　市

部局別予算要求のポイント

平成 25 年度



・各部局の要求額は、人件費、繰出金及び予備費等を含んでいません。



単位：千円、％

　　主な増減理由
・ハザードマップの作成による増　　１６，０００千円
・災害用衛星携帯電話の更新による増　　３，７００千円
・防災エキスパート育成研修の実施による増　　１，１００千円
・防災ラジオ普及促進のための取組み強化による増　　９，５７０千円

　　　○ 大規模災害を想定した実践的な防災訓練の充実

　　　○ 市民の生命・身体及び財産を災害から守るための体制の整備

（　　　　）は前年度予算額

＜防災＞

　　　○ 実践的な防災訓練の実施

　大規模地震の発生を想定した実践的な防災訓練に必要な経費を計上

　　・会場設営委託、訓練用消耗品購入　ほか

　　　○ 災害対策事業の推進

　災害発生など不測の事態に備え、地域防災力の強化を図るために必要な経費を計上

　　・防災備蓄物資購入

　　・ハザードマップ作成

　　・防災エキスパートの育成

　　・ＦＭ放送受信環境整備に対する助成

　　・自動起動防災ラジオ普及促進に対する助成　ほか

危　機　管　理　室

要求額

会計名
平成２４年度
当初予算額

平成２５年度
要求額

対前年度増減額
増減率

一般会計 107,645 147,340 39,695 36.88

要求に関する基本方針

要求のポイント

５，１３１千円　
（４，４００千円）

１３６，９５２千円　
（９８，０７５千円）
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単位：千円、％

　　主な増減理由
・海外都市との友好交流の促進に必要な経費の増　　７，５３５千円
・海外での誘客、物販等のＰＲに必要な経費の増　　５，０００千円

　　　○ 国際社会に対応できる人材の育成

　　　○ 広域的な視点での国際観光の推進

　　　○ 地元産品の海外販売の促進

（　　　　）は前年度予算額

＜観光・農業・畜産業・商業・工業＞

　　　○ より効果的な誘客・販売活動の展開 ５４，４００千円　
（４４，９２０千円）

　海外における誘客・販売活動に必要な経費を計上

　　・海外の国、地域のニーズに合うパンフレット等の作成及び多言語サイトの運営

　　・フェイスブックを活用した旬な情報提供

　　・観光、地場産品の海外におけるＰＲ事業（拡大）

　　・おもてなし国際化に対する助成　ほか

＜学校教育・生涯学習・スポーツ・文化・地域＞

　　　○ 海外の国、地域とのつながりの強化 ３９，９１７千円　
（３５，１７７千円）

　海外姉妹友好都市との絆の強化、あらたな友好交流の構築に必要な経費を計上

　　・成田-デンバー直行便就航記念事業の実施（新規）

　　・友好都市提携予定都市の市民への啓発、提携手続き

　　・市民の海外派遣費用に対する助成　ほか

要求に関する基本方針

要求のポイント

海　外　戦　略　室

要求額

平成２４年度
当初予算額

平成２５年度
要求額

対前年度増減額
増減率

会計名

80,097 94,317 14,220 17.75一般会計
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単位：千円、％

　　主な増減理由

・情報通信基盤整備事業補助金の減　　△２２，７００千円
・公共交通運行経費の減　　△３６，８９３千円
・選挙関連経費の増　　２７，３９４千円

　　　○

　　　○

　　　○

　　　○

　　　○

（　　　　）は前年度予算額

＜市民参画＞

　　　○

　広報の発行、政策検討市民委員会の開催等に必要な経費を計上

　　・広報たかやまの発行、ＦＭ放送・ＣＡＴＶ番組の制作

　　・政策検討市民委員会及び市民と市長の対話集会の開催　ほか

＜行財政運営＞

　　　○

　第七次総合計画の進捗管理と第八次総合計画の策定等に必要な経費を計上

　　・第八次総合計画策定や施策評価等のための外部有識者組織（仮称）の設置・運営

　　・市民アンケートの実施　　ほか

企　画　管　理　部

要求額

会計名
平成２４年度
当初予算額

平成２５年度
要求額

対前年度増減額
増減率

一般会計 1,005,037 995,533 △ 9,504 △ 0.95

・第八次総合計画策定や施策評価等に必要な経費の増　　１０，６４３千円

１１，０９６千円　

要求に関する基本方針

第七次総合計画の着実な推進と第八次総合計画策定着手及び市長公約の実
現

開かれた市政（広報広聴）による市民とのよりよい関係づくり

簡素で効率的な行政運営や持続可能な行財政基盤の確立を図るための行政
改革の推進

行政を取り巻く環境の変化に的確に対応できる職員の育成

効率的で利便性が高い公共交通体系の構築

（４５３千円）

要求のポイント

行政情報の提供と広聴事業の推進 ９３，９４４千円　
（９３，９６４千円）

計画行政の推進
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　　　○ 職員の意識改革と資質向上の推進

　職員研修や人事交流に必要な経費を計上

　　・語学研修（英会話）、公務員倫理研修の実施　ほか

＜道路・交通＞

　　　○ 公共交通の充実と機能強化

　バス運行等に必要な経費を計上

　　・まちなみバス、のらマイカーの運行

　　・利用促進キャンペーンの実施　　ほか

４３，９１１千円　
（４１，３０７千円）

２１２，６４２千円　
（２４９，５３５千円）
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単位：千円、％

　　主な増減理由
・起債残高の減少及び利率見直しによる公債費の減　　△１０４，４０９千円
・Ｈ２７評価替えに向けた土地鑑定評価業務の増　　４３，３８４千円

　　　○

　　　○

　　　○

（　　　　）は前年度予算額

＜行財政運営＞

　　　○

　　・庁舎、公用車等の維持管理

　　・低公害車の導入

○

　　　○

　固定資産税等の公平・公正な賦課を行うために必要な経費を計上

財　務　部

要求額

会計名
平成２４年度
当初予算額

平成２５年度
要求額

対前年度増減額
増減率

一般会計 6,737,915 6,711,679 △ 26,236 △ 0.39

要求に関する基本方針

第七次総合計画後期基本計画の着実な推進と市長公約の実現

社会情勢の変化や行政課題に対応した財産管理の推進

要求のポイント

庁舎等の適正管理と必要な整備の推進 ４１５，６８５千円　

健全で持続可能な財政基盤の確立

（３７６，０９５千円）
　行政事務の円滑な実施に必要な経費を計上

　　・庁舎機能を維持するための無停電電源設備蓄電池交換　ほか

財産管理の適正化と効率な運用 １１８，９１７千円　
（１３１，３３２千円）

　公有財産の適正な管理と未活用財産の活用や処分に必要な経費を計上

　　・市営墓地の管理

　　・市有施設の火災保険の加入

　　・普通財産の管理や活用、処分のための測量業務

　　・土地開発基金の運用収益などの積立　ほか

　　・土地鑑定評価　ほか

公平な課税と税収納率の向上 ７７，４３９千円  
（３７，５００千円）

　　・字絵図書替

　　・家屋所在地番等調査

　　・固定資産現況調査
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単位：千円、％

　　主な増減理由
・町内会集会施設整備事業の減　　△３０，０００千円
・飛騨高山文化芸術祭実行委員会負担金の増　　５７，０００千円
・国体を契機としたスポーツの振興に伴う増　　２，４２７千円
・体育施設の整備（備品購入費含む）に伴う増　　９，０６４千円
・国民体育大会終了に伴う減　　△２１８，０００千円

　　　○ 協働のまちづくりを推進するための取り組みの強化

　　　○ 誰もが生涯を通じて学ぶことのできる地域に根差した生涯学習の推進

　　　○ 誰もが生涯を通してスポーツに親しむことのできる環境づくりの推進

（　　　　）は前年度予算額

＜地域＞

　　　○ 市民活動の支援 ５２，３８１千円　
（５０，５４６千円）

　地域力の向上、協働のまちづくりを推進するために必要な経費を計上

　　・「協働のまちづくり」の意識を高めるための講演会やシンポジウムの開催

　　・市民活動団体への支援

　　・町内会の運営、防犯灯の新設・改廃・電気料の助成　

　　・町内会への加入促進　 ほか

○ いじめのない明るいまちづくりの推進 ９，０１９千円　
（６，０１５千円）

　いじめのない明るいまちづくりを推進するために必要な経費を計上

　　・いじめ防止啓発講演会の開催　　　

　　・学ぶＰＴＡ統一事業、家庭教育講演会等の開催　ほか

市　民　活　動　部

要求額

会計名
平成２４年度
当初予算額

平成２５年度
要求額

対前年度増減額
増減率

要求のポイント

一般会計 1,096,539 934,853 △ 161,686 △ 14.75

要求に関する基本方針

- 6 -



○ ２，１８６千円　
（１，９９１千円）

　第３次高山市男女共同参画基本計画の着実な推進を図るために必要な経費を計上

　　・講演会や企業訪問などによる啓発の推進

　　・テーマを設け継続して学ぶことのできるシリーズ講座の開催

　　・年齢や用途に合わせたチラシの作成（ジャンル別）　　　　　

　　・ＤＶ防止啓発の推進　ほか

＜生涯学習＞

　　　○ 文化芸術の振興　 １２６，８７５千円　
（４８，０３６千円）

　　・市民の自主的な文化芸術活動に対する支援

　　・飛騨高山文化芸術祭の開催

　　・美術展覧会等の開催

　　・子ども夢創造事業（文化芸術）の実施

　　・小学校文化芸術鑑賞事業の実施

　　・市民文化芸術鑑賞事業の実施　ほか

　　　○ 生涯学習の推進 ４４４，９５６千円　
（４４９，６８１千円）

　　・生涯学習機会の提供

　　・子ども夢創造事業（科学）の実施

　　・生涯学習施設の整備と維持管理　ほか

＜スポーツ＞

　　　○ スポーツ振興基本計画の推進 ２６９，５２０千円　
（２６２，３８８千円）

　第三次スポーツ振興基本計画の着実な推進を図るために必要な経費を計上

　  ・国体を契機としたスポーツの振興

　　・子ども夢創造事業（スポーツ）の実施

　  ・スポーツ教室等の開催

　  ・スポーツ少年団活動、各種スポーツ大会開催に対する支援

　　・体育施設の整備と維持管理

　　・高地トレーニング強化拠点施設の整備　ほか

男女共同参画基本計画の推進

　文化芸術の市民生活への浸透と文化芸術の振興を図るために必要な経費を計上

　生涯学習機会の提供や生涯学習施設の維持管理に必要な経費を計上
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単位：千円、％

　　主な増減理由
・障がい者の就労支援に必要な経費の増　　８１，６５９千円
・生活保護扶助費の減　　△３９，１５６千円
・私立保育園の改修、整備に必要な経費の増　　１８，５５３千円
・公立保育園の改修、整備に必要な経費の増　　１２８，９４３千円
・要介護（要支援）認定者の増加に伴う介護給付費の増　　３６８，５７８千円　　
・老人福祉施設の整備に伴う増　　１０１，５７０千円

　　　○ こどもを産み育てやすい環境整備の推進

　　　○ 住み慣れたまちで快適に安心して住み続けるための支援の充実

　　　○ 健全な介護保険事業の運営

（　　　　）は前年度予算額

＜障がい者福祉＞

　　　○ 障がい者が安心して快適に暮らせる環境づくり１，７３９，３８９千円　
（１，７１４，０５５千円）

　障害者自立支援法等に対応したサービス提供に必要な経費を計上

　　・障がい福祉サービス等の給付

　　・就労支援事業の実施　ほか

＜地域福祉＞

　　　○ 低所得者への支援 ６１４，８３１千円　
（６５３，２８７千円）

　適切な生活保護制度の運営に必要な経費を計上

　　・生活保護受給者への支援

　　・就労支援の強化　ほか

福　祉　部

要求額

会計名
平成２４年度
当初予算額

平成２５年度
要求額

対前年度増減額
増減率

一般会計 7,974,007 8,488,346 514,339 6.45

介護保険事業特別会計
（保険事業勘定） 8,329,015 8,651,156 322,141 3.87

要求のポイント

介護保険事業特別会計
（サービス事業勘定） 27,131 27,698 567 2.09

要求に関する基本方針
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＜児童福祉＞

　　　○ 保育環境の改善 ５９４，５７８千円　
（３２１，３００千円）

　保育内容の充実等に必要な環境整備に要する経費を計上

　　・私立保育園の改修、遊具等整備に対する助成

　　・公立保育園の民間移譲に向けた施設改修、合同保育の実施　ほか

　　　○ 障がい児の健全な育成 １０４，９４３千円　
（７３，８８３千円）

　障がい児の健全育成を支援するための経費を計上

　　・障がい児の通所に対する支援　ほか

＜高齢者福祉＞

　　　○ 高齢者の安全で安心した在宅生活の支援 ９３，２１５千円　
（８３，４３５千円）

　高齢者の安全で安心した在宅生活や生きがいづくりを支援するための経費を計上

　　・買い物、掃除、玄関先の除雪などの支援

　　・通院、買い物などの外出支援

　　・長寿会活動に対する助成

　　・住宅のバリアフリー改修、屋根融雪装置の設置に対する助成

　　・温泉保養施設等の利用に対する助成　ほか

　　　○ 高齢者福祉施設の整備 １５０，２９６千円　
（４８，７２６千円）

　高齢者福祉施設の施設整備に要する経費を計上

　　・老人福祉施設の整備に対する助成

　　・老人福祉施設のエレベーター整備　ほか

　　　○ 健全な介護保険事業の運営 ８，４３９，１１９千円　
（８，０６６，４１２千円）

　介護認定、保険料の賦課徴収、介護給付に必要な経費を計上

　　・介護サービス等の給付、介護認定審査会の開催　ほか

　　　○ 介護予防の推進及び家族介護の支援 ２０６，９０４千円　
（１８３，４８２千円）

　高齢者の介護予防や在宅で介護する家族を支援するための経費を計上

　　・通所型介護予防教室や高齢者健康教室の開催、自主活動の支援

　　・介護予防を目的とした短期宿泊、ホームヘルパー派遣の実施

　　・地域包括支援センターによる高齢者総合相談

　　・在宅で介護する家族に対する介護用品や慰労金の支給

　　・低所得者の成年後見制度利用に対する助成

　　・高齢者のみの世帯への緊急通報装置の設置

　　・特別食の配食サービス　ほか

- 9 -



単位：千円、％

　　主な増減理由
・スマートコミュニティモデル構築事業の増　　１０，３５３千円
・防災拠点施設再生可能エネルギー導入事業の増　　１７５，３３０千円
・住宅エコポイント制度（国制度）終了による減　　△８６，１３９千円
・ごみ処理施設の解体による増　　１２２，４２９千円
・長期修繕計画に基づくごみ焼却施設保守点検の増　　３５，６７２千円
・ＰＣＢ廃棄物処理の増　　１０，６７４千円

○ 新エネルギーの導入と地球温暖化対策の推進

○ 自然と共生するまちを目指した生物多様性保全の推進

○ 公害の発生防止

○ ごみ処理施設の適正な維持管理

○ ごみの減量化や資源化、収集処理業務の効率化

（　　　　）は前年度予算額

<環境・衛生>

○ 新エネルギー導入の推進

　まちの機能を向上させる新エネルギー導入に必要な経費を計上

　　・指定避難所等に太陽光発電システム及び蓄電システムを導入

　　・スマートコミュニティ実現のためのエネルギー効率化等の調査

○ 地球温暖化対策の推進

　地球温暖化対策の推進に向けた設備導入等の支援に必要な経費を計上

　　・ペレットストーブ等の購入に対する助成

　　・エコ住宅の新築、エコリフォームに対する助成（平成２４年度末までの着工分）

　　・太陽光発電システム設置に対する助成　ほか

環　境　政　策　部

要求額

会計名
平成２４年度
当初予算額

平成２５年度
要求額

対前年度増減額
増減率

要求に関する基本方針

要求のポイント

１８８，９８５千円　
（４，６６３千円）

２４１，７４７千円　

一般会計 1,116,788 1,428,479 311,691 27.91

（３３５，１００千円）

- 10 -



○ 生物多様性保全の推進

　自然環境の保全や生物多様性保全の意識啓発に必要な経費を計上

　　・乗鞍山麓五色ヶ原の森等を活用した自然環境学習の推進

　　・いのちの森づくり（苗木植樹等）

　　・特定外来植物（オオハンゴンソウ等）の防除

○ 快適に暮らせる環境の保全

　公害発生の防止に必要な経費を計上

　　・河川水質の監視や、騒音・悪臭苦情にかかる調査　ほか

○ 資源循環型社会の実現

　ごみの収集運搬、焼却、埋立、減量化や施設の維持管理に必要な経費を計上

　　・ごみの収集運搬、埋立、減量化、資源化

　　・資源化施設、埋立施設、焼却施設の維持管理

　　・長期修繕計画に基づくごみ焼却施設の保守点検

　　・ＰＣＢ廃棄物処分

　　・荒城クリーンセンター、南吉城クリーンセンターの解体

　　・無料可燃ごみ処理券回収、集団資源回収の奨励　ほか

（７１３，６０８千円）

１３，１２１千円　
（４，８５５千円）

２，５２１千円　
（２，１７０千円）

９２１，８５１千円　
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単位：千円、％

　　主な増減理由
・後期高齢者医療負担金の増　　２６，６２３千円
・定期予防接種の四種混合導入による増　　２５，２６３千円
・日本脳炎接種対象者の減　　△６１，５７６千円
・医療確保支援事業の増　　２３,０００千円
・国保特別会計の保険給付費の増　　１００，０００千円

　　　○ 新火葬場建設の推進

○ 市民の健康増進事業の充実

　　　○ 地域医療の充実と救急医療体制の確保

　　　○ 医療費適正化の推進

　　　○ 直営診療所の医療体制の充実

（　　　　）は前年度予算額

<環境・衛生>

○ 火葬場の運営 ４７，７９８千円　
（４１，６５０千円）

　市営火葬場の維持管理、新火葬場建設準備に必要な経費を計上

　　・火葬場の修繕、先進火葬場調査　ほか

市　民　保　健　部

要求額

会計名
平成２４年度
当初予算額

平成２５年度
要求額

対前年度増減額
増減率

一般会計 1,747,036 1,779,858 32,822 1.88

国民健康保険事業
特別会計（事業勘定） 9,968,341 10,145,742 177,401 1.78

△ 14.85

後期高齢者医療
事業特別会計 1,007,539 1,019,078 11,539 1.15

要求に関する基本方針

要求のポイント

国民健康保険事業
特別会計（直診勘定） 440,621 375,204 △ 65,417
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<健康・保健・医療>

　　　○ 国保被保険者の健康増進の推進 １４０，２４１千円　
（１１８，８９１千円）

　国保被保険者の健康管理のために必要な経費を計上

　　・健康入浴サービス、健康診査　ほか

　　　○ 市民の健康増進の推進 ５１３，２０５千円　
（５５０，４６５千円）

　市民の健康増進のために必要な経費を計上

　　・健康診査、がん検診

　　・妊婦健康診査に対する助成、乳幼児健診

　　・予防接種

　　・こころの健康相談　ほか

　　　○ 地域医療の充実、救急医療体制の確保 ８２３，３１７千円　
（８５９，８２１千円）

　医師確保のための環境整備や救急医療体制の確保に必要な経費を計上

　　・非常勤医等の確保、高度医療機器の整備等に対する助成

　　・直営診療所の運営

　　・休日診療所の運営

　　・在宅当番医制、病院群輪番制、救命救急センター、小児夜間初期救急診療

　　　の運営に対する助成

　　・２４時間電話医療相談　ほか
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単位：千円、％

　　主な増減理由
・新規就農者の研修及び農業用施設導入助成等に伴う増　　１０，２４０千円
・農地集積事業に伴う増　　５，０２０千円
・鳥獣被害防止活動及び捕獲技術者育成支援の増　　１５，８１４千円
・地籍調査及び森林境界明確化加速化事業新設に伴う増　　１１０，６５２千円
・市産材活用住宅の建設助成制度拡充に伴う増　　８，６５０千円
・繁殖牛舎建設事業の拡大による増　　１５，０００千円

　　　○ 新規就農者や農業後継者の人材確保と認定農業者の育成

　　　○ 地域ぐるみの取り組みによる農地・施設の保全と鳥獣被害対策の強化

　　　○ 安全・安心な農産物の生産拡大と地産地消や６次産業化の推進による
販路の拡大

　　　○ 災害に強い森林づくりを進めるための間伐等森林整備の促進

　　　○ 効率的な木材生産及び林産物の利用拡大

　　　○ 畜産物のブランド化の推進とＰＲ活動による販路の拡大 

　　　○ 肉用牛増頭対策事業の推進

（　　　　）は前年度予算額

＜農業＞

　　　○ 新規就農者や農業後継者の育成支援 ６７，２８０千円　
（５７，０４０千円）

　農業の担い手確保、育成支援のために必要な経費を計上

　　・経営開始した青年就農者に対する給付金の支給

　　・新規就農者の研修及び農業用施設整備等に対する助成（新規）　ほか

農　政　部

要求額

会計名
平成２４年度
当初予算額

平成２５年度
要求額

対前年度増減額 増減率

一般会計 1,436,648 1,778,046 341,398 23.76

地方卸売市場
事業特別会計 33,030 31,376 △ 1,654 △ 5.01

要求に関する基本方針

要求のポイント
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○ 中核となる農業経営体の規模拡大支援 ８，６２０千円　
（３，６００千円）

　「人・農地プラン」に基づく農地集積の促進に必要な経費を計上

　　・認定農業者等への農地集積協力者に対する助成（新規）　ほか

　　　○ 農作物獣害防止対策の強化 １４５，６９４千円　
（１２９，８８０千円）

　鳥獣による農作物への被害を防止するために必要な経費を計上

　　・地域ぐるみの鳥獣被害防止活動や侵入防止柵の整備等に対する助成

　　・有害鳥獣捕獲の核となる捕獲隊の育成に対する助成　ほか

　　　○ 農地・水・農業用施設の良好な保全と質的向上 ４９，７３２千円　
（５１，６２０千円）

　地域の農地・農業用水等の施設の長寿命化のための管理活動に必要な経費を計上

　　・共同活動、向上活動に対する助成

＜林業＞

　　　○ 森林境界明確化の推進 １３４，０３６千円　
（２３，３８４千円）

　森林施業を促進する境界明確化のための経費を計上

　　・地籍調査事業の実施（拡大）

　　・森林境界明確化加速化事業

　　　○ 木材の利用促進 ３５，５７５千円　
（２４，６９０千円）

　市産材の利用促進に必要な経費を計上

　　・市産材を活用した住宅建設に対する助成（拡大）

　　・子どもたちが木や森への理解を深める木育の推進

＜畜産業＞

　　　○ 飛騨高山ブランド確立推進事業の実施 １３，０００千円　
（１２，２５０千円）

　飛騨牛など家畜のブランド確立に必要な経費を計上

　　・地域内で生産される飼料の利用促進

　　・地域内畜産物ＰＲの推進

　　　○ 肉用牛増頭対策事業の推進 ７１，１７０千円　
（５６，１７０千円）

　肉用牛の増頭に必要な経費を計上

　　・優良雌牛保留導入、増頭対策に対する助成

　　・肉用牛繁殖牛舎の建設に対する助成　ほか
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単位：千円、％

　　主な増減理由

・清見造成地の簡易水道整備等に伴う増　　１８，４３９千円

・観光施設の整備に伴う増　　１９１，５５９千円

　　　○ 低利融資をはじめとする景気・雇用対策の推進

　　　○

　　　○

　　　○

　　　○ 観光客５００万人を目指した戦略的誘客宣伝事業等の展開

　　　○ 利用者の満足度向上や安全管理のために必要な観光施設の整備

（　　　　）は前年度予算額

＜商業＞＜工業＞＜労働＞

　　　○ 景気対策緊急融資の継続

　景気対策緊急融資等の実施に必要な経費を計上

　　・創業支援資金融資、小口融資、経営安定特別資金融資、設備近代化資金

　　・国県制度融資利用者への利子補給

　　・勤労者生活安定資金融資、勤労者住宅資金融資　ほか

商　工　観　光　部

要求額

会計名
平成２４年度
当初予算額

平成２５年度
要求額

対前年度増減額
増減率

一般会計 3,624,355 3,326,603 △ 297,752 △ 8.22

観光施設事業
特別会計 87,245 143,108 55,863 64.03

・中心市街地活性化事業の利用見込みによる増　　４４，８５５千円
・融資の利用見込みによる減　　△３７２，８８７千円

・プレミアム付き商品券事業の終了に伴う減　　△１１２，０００千円
・国の緊急雇用創出事業の終了に伴う減　　△９１，０００千円
・ＵＩＪターン家賃助成の利用見込みによる増　　２０，３２６千円

要求に関する基本方針

国内外に向けた飛騨高山ブランドの競争力のさらなる強化

中心市街地の活性化に向けた施策の推進

企業立地に向けた積極的な誘致事業の推進

要求のポイント

２，０５１，６４１千円　
（２，４２４，５２８千円）
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＜商業＞＜工業＞

　　　○

　市内特産品の積極的な宣伝・販路拡大、ブランド力の強化に必要な経費を計上

　　・飛騨高山展開催事業、ＩＴ活用事業に対する助成

　　・推奨土産品登録制度の周知・啓発

　　・匠の伝統技術の後継者育成に対する助成（新規）

　　・飛騨高山ブランド振興事業に対する助成

　　・起業支援ハンドブックの作成

　　・外国人旅行者消費拡大事業に対する助成（新規）　ほか

＜商業＞

　　　○

　中心市街地活性化のための住環境整備の促進、商業施設整備の促進に必要な経費を計上

　　・商店街街路灯改修（ＬＥＤ化）に対する助成（新規）

　　・まちなか居住促進にかかる助成　ほか

＜工業＞

　　　○

　企業誘致を推進するために必要な経費を計上

　　・企業立地促進制度による企業誘致活動

　　・清見造成地における簡易水道の整備（新規）

＜労働＞

　　　○

　地元企業の就職情報、生活情報の提供によるＵターン就職等の促進に必要な経費を計上

　　・地元出身の学生に対する就職情報、生活情報等の提供（新規）

　　・就職ガイダンスの開催

　　・ＵＩＪターン就職者に対する家賃助成　ほか

＜観光＞

○ 誘客宣伝の実施

　観光宣伝、高山祭、各種イベントなど、誘客に必要な経費を計上

　　・観光パンフレット、ポスター等の作成

　　・観光関係団体の誘客宣伝事業等に対する助成

　　・コンベンションの開催に対する助成

　　・飛騨高山ウルトラマラソンの開催

　　・広域連携事業の推進　ほか

○ 観光施設の運営

　温泉施設、キャンプ場、スキー場等の運営及び施設整備等に必要な経費を計上

　　・観光施設の運営、整備

１２８，０３５千円　

企業誘致対策の推進 ２２０，１４５千円　
（２０１，７０６千円）

若者のＵＩＪターン就職促進 ５３，２０６千円　

飛騨高山ブランドの競争力強化（拡大） ４６，７８８千円　
（２９，８７５千円）

中心市街地の活性化

（３２，８８０千円）

２０７，８２９千円　
（２０８，３３７千円）

５５１，３４４千円　
（３２５，５２５千円）

（８３，１８０千円）
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単位：千円、％

　　主な増減理由
・橋りょう耐震補強事業の増　　１１１，１００千円
・千島松本線、石浦飯山線他道路整備事業の増　　３６８，２４３千円

・木造住宅耐震補強工事等の補助金の増　　５７，１１４千円　

・高山駅周辺土地区画整理事業の増　　２８１，０５９千円

　　　○

　　　○

　　　○ 高速道路網、地域間連絡道路網の整備促進による道路利用者の快適性向上

　　　○ 市民の生活と生命・財産を守るための災害に強い社会基盤整備の推進

　　　○ 道路などの安全性確保と道路網の健全な維持（地域要望への対応）

　　　○ 建築物の耐震化促進による地震に強いまちづくり

　　　○ 安心、快適に住み続けられる居住環境の整備

　　　○

　　　○ 総合交流センター基本計画の策定

（　　　　）は前年度予算額

＜道路・交通＞

　　　○ 街路事業の推進

　道路交通の円滑化と魅力ある市街地創出のための街路整備に必要な経費を計上

　　・都市計画道路２路線（昭和中山線、西之一色花岡線）

基　盤　整　備　部

要求額

会計名
平成２４年度
当初予算額

平成２５年度
要求額

対前年度増減額
増減率

一般会計 3,352,596 4,393,189 1,040,593 31.04

要求に関する基本方針

駅周辺土地区画整理事業区域と結節する基幹道路整備による交通環境の向
上

橋りょう耐震補強等長寿命化の推進による災害に強いまちづくり及び社会
資本のライフサイクルコストの低減

高山駅周辺土地区画整理事業と自由通路（駅舎）整備事業の計画的実施

要求のポイント

３５７，２１１千円　
（５００，８２８千円）
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○ 道路新設改良事業の推進

　道路交通の円滑化を図るための道路新設改良に必要な経費を計上

　　・千島松本線、石浦飯山線、上切中切２号線、下林下岡本線、蒲田左俣線　ほか

　　　○ 道路維持修繕事業の推進 ６０６，１５５千円　

＜防災＞

　　　○ 橋りょう耐震補強事業の推進

　地震に強いまちづくりの推進に必要な経費を計上

　　・長寿命化修繕計画に基づく橋りょう４橋（中橋、渡瀬橋、荒木橋、下田橋）

　　　○ 災害対策事業の推進

　災害に強いまちづくりの推進に必要な経費を計上

　　・豪雨による浸水対策備品の購入　ほか

＜土地利用＞

　　　○ 高山駅周辺土地区画整理事業の推進

　高山駅周辺土地区画整理事業等に必要な経費を計上

　　・自由通路整備、移転補償、総合交流センター基本計画策定　ほか

＜住宅・公園＞

　　　○ 地震に強いまちづくりの推進

　建築物耐震総合対策の推進に必要な経費を計上

　　　○ 市営住宅改修整備事業の推進

　良好な住環境を提供するための施設整備に必要な経費を計上

　　・市営住宅及び附属施設の改修

　　　○ 公園改修整備事業の推進

　安全安心な公園利用の促進に必要な経費を計上

　　・公園の改修、長寿命化対策、危険木伐採　ほか

９０５，９９３千円　
（５３７，７５０千円）

（４７３，０００千円）
　道路の安全性確保や道路網の維持に必要な経費を計上

　　・道路修繕、側溝修繕、舗装修繕、橋りょう修繕　ほか

２５，１００千円　

２３４，１００千円　
（１２３，０００千円）

　　　のほか、橋長１５ｍ未満の橋りょうの耐震補強を実施

１２，８００千円　
（０千円）

（７，８００千円）

４２，９００千円　
（１５，０００千円）

４９２，９０９千円　
（２１１，８５０千円）

１１６，４２４千円　
（５９，３１０千円）

　　・木造戸建住宅の無料耐震診断、木造住宅等の耐震化に対する助成
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単位：千円、％

　　主な増減理由
・処理場施設長寿命化及び更新費用の増（下水）　　４０５，８９２千円
・長倉ほか浄水施設整備事業の減（簡水）　　△３０８，０００千円
・一之宮、六厩、中尾水道施設整備事業の増（簡水）　　１３８，０８７千円
・舗装改良に同調したマンホール修繕の増（農集）　　６，０６０千円
・水道施設耐震化事業に伴う増（水道）　　９９，９６０千円
・錦山配水区域再編事業の減（水道）　　△２３０，０００千円

　　　○ 安全安心な水を安定して供給するための施設整備及び経営の安定化

　　　○ 安全安心な水を安定して供給するたの水源の保全と確保

　　　○ 生活環境の向上と流域の水質保全

　　　○ 地域の特性に応じた下水処理施設の整備及び水洗化の普及

（　　　　）は前年度予算額

＜上・下水道＞

　　　○ 簡易水道施設整備の推進

　安全安心な水を安定して供給するための浄水施設整備に必要な経費を計上

　　・宮簡水再編事業

　　・六厩簡水取水施設改良事業　ほか

水　道　部

要求額

会計名
平成２４年度
当初予算額

平成２５年度
要求額

対前年度増減額
増減率

一般会計 246,683 258,509 11,826 4.79

下水道事業
特別会計 3,245,351 3,753,040 507,689 15.64

簡易水道事業
特別会計 785,173 666,953 △ 118,220 △ 15.06

農業集落排水
事業特別会計 591,651 601,207 9,556 1.62

水道事業
会計 2,166,827 2,159,226 △ 7,601 △ 0.35

要求に関する基本方針

要求のポイント

１５１，５３７千円　
（３１８，０００千円）
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　　　○ 配水管の布設替・耐震化の推進

　　・水道施設ＧＩＳシステムの導入　ほか

　　　○ 配水施設拡張整備の推進

　　　○ 公共下水道の管きょ布設、マンホール蓋更新

　　　○ 宮川終末処理場の機器の長寿命化及び更新

　　　○ 特定環境保全公共下水道の管きょ布設

４１５，００１千円　
（２６８，２００千円）

　安全安心な水を安定して供給するための施設改良に必要な経費を計上

　　・坂口～城山間基幹管路耐震化整備、下切導水管耐震化整備

３１２，４７６千円　
（５２３，０００千円）

　安全安心な水を安定して供給するための配水施設整備に必要な経費を計上

　　・錦山配水区域等再編整備

　　・未給水地区の解消　ほか

　　・管理棟本館の耐震化整備　ほか

１１９，０８０千円　
（７６，１１１千円）

　生活環境の向上及び水質環境の保全を図るため下水処理施設整備に必要な経費を計上

　　・管きょ布設

　　・マンホール蓋の更新

　　・管きょ管理ＧＩＳシステムの導入　ほか

２２１，１６１千円　
（１９０，５４４千円）

　生活環境の向上及び水質環境の保全を図るため下水処理施設整備に必要な経費を計上

　　・管きょ布設　ほか

６７３，２９２千円　
（２６７，４００千円）

　宮川終末処理場の設備・機器の長寿命化及び設備更新に必要な経費を計上

　　・長寿命化（脱水機、汚泥掻寄機、送風機）

　　・消化槽増設
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単位：千円、％

　　主な増減理由
・基金積立の減

　　　○

　　　○

（　　　　）は前年度予算額

＜行財政運営＞

　　　○

　　　○ より有利で安全な基金の運用 ６９７，９４４千円　
（６９５，３８９千円）

　効率的な基金の積立運用

適正な会計事務の実施 ２，１９９千円　
（１，９９５千円）

　作業効率のあがる会計システム導入に向けての自己研修

　適正な出納事務遂行のための職員研修

　歳計現金の適正な管理

要求に関する基本方針

効率的な基金及び歳計現金の運用

合理的な会計事務の推進

要求のポイント

一般会計 917,120 735,100 △ 182,020 △ 19.85

会　計　室

要求額

会計名
平成２４年度
当初予算額

平成２５年度
要求額

対前年度増減額
増減率

- 22 -



単位：千円、％

　　主な増減理由

　　　○

（　　　　）は前年度予算額

＜監査＞

　　　○
（６，３３９千円）

　監査機能の充実、強化のために必要な経費を計上

　　・支所監査の充実　ほか

・監査機能の充実

要求に関する基本方針

市民の視点に立った公平公正な監査機能の充実

要求のポイント

より充実した監査機能の実施 ６，７８３千円　

一般会計 7,362 7,980 618 8.39

監　査　委　員　事　務　局

要求額

会計名
平成２４年度
当初予算額

平成２５年度
要求額

対前年度増減額
増減率
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単位：千円、％

　　主な増減理由

・議会情報番組の同時中継及び録画放送による増　　５５５千円
・会議録の公開拡大に伴う増　　１，０２８千円
・議会備品更新等による増　　１，０２２千円

　　　○

（　　　　）は前年度予算額

＜行財政運営＞

　　　○

　ＣАＴＶ及びインターネットで議会活動を紹介する番組の中継、制作、放送に必要な

　経費を計上

　　・定例会、臨時会の同時中継及び録画放送

　　・委員会、予算決算特別委員会等の同時中継及び録画放送（拡充）

　　・政策討論会の同時中継及び録画放送

　　・議会広報番組の制作・放送

　　・全員協議会の中継（新規）

　　　○

　会議録及び会議録検索システム用データの作成に必要な経費を計上

　　・会議録検索システムに全員協議会及び議会運営委員会を追加（新規）

　　　○

　委員会室音響設備の更新に必要な経費を計上

　　・音響設備更新

議　会　事　務　局

要求額

会計名
平成２４年度
当初予算額

平成２５年度
要求額

対前年度増減額
増減率

一般会計 33,088 48,238 15,150 45.79

・友好都市提携に必要な経費の増　　１，６００千円

要求に関する基本方針

市民に開かれた、わかりやすい議会運営の推進

要求のポイント

議会情報番組の充実 ３，５５５千円　
（３，０００千円）

会議録公開の拡充 ５，０２８千円　
（４，０００千円）

議会会議システムの更新 ９，６８１千円　
（０千円）

- 24 -



単位：千円、％

　　主な増減理由
・東小学校、北稜中学校校舎改築事業の完了に伴う減

　△１，２９０，０００千円
・学校施設非構造部材の耐震事業の増　　３１１，０００千円
・伝建地区の無電中化事業の増　　４６，０００千円

　　　○ 教育の質や教育力の向上と、家庭・地域と連携した学校づくり

　　　○ 安全、安心、快適な教育環境の総合的な整備

　　　○ 地域文化の継承や歴史的町並保存の推進

（　　　　）は前年度予算額

＜学校教育＞

　　　○ 図書教育の充実 ７１，７００千円　
（７３，８８０千円）

　図書教育の充実に必要な経費を計上

　　・図書管理システムの運用

　　・図書指導員の配置

　　・学校図書の購入

　　　○ 教育環境の整備 １５０，９０９千円　
（９３，１３０千円）

　教育環境の整備に必要な経費を計上

　　・教材備品の購入

　　・吹奏楽備品の整備等

　　・教育用パソコン機器の更新　ほか

教　育　委　員　会

要求額

会計名
平成２４年度
当初予算額

平成２５年度
要求額

対前年度増減額
増減率

一般会計 2,664,247 2,004,753 △ 659,494 △ 24.75

学校給食費
特別会計 419,000 414,850 △ 4,150 △ 0.99

要求に関する基本方針

要求のポイント
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　　　○ 教育の充実 ８９，５６４千円　
（５１，１２０千円）

　教育の充実に必要な経費を計上

　　・特色ある教育活動に対する助成

　　・保健相談員の配置（拡充）

　　・特別支援教育の推進　ほか

　　　○ ４７４，２８７千円　
（１，３８９，１１０千円）

　学校施設等の安全、安心、快適な環境整備に必要な経費を計上

　　・学校施設の非構造部材の耐震化整備

　　・教職員住宅の耐震化にかかる調査

　　・スクールバスの更新

　　・通学路照明灯の整備（設置率100％の実現）　ほか

○ 幼児教育、高等教育の充実 ６７，６２８千円　
（６１，６００千円）

　幼児教育、高等教育の充実に必要な経費を計上

　　・私立幼稚園の就園に対する助成

　　・私学振興に対する助成　ほか

　　　○ ６０７，７６０千円　
（５８８，７３３千円）

　　・安全、安心なおいしい学校給食の提供

　　・学校給食センターの運営（高山、清見、一之宮、久々野、本郷）

　　・調理用機械器具の更新　ほか

＜文化＞

　　　○ 地域文化伝承への支援 ２，７１５千円　
（２，３５５千円）

　地域の文化継承に必要な経費を計上

　　・ふるさと伝承記録整備

　　・伝承芸能保存団体に対する助成　ほか

　　　○ 歴史的町並み保存の推進 ２６２，８２５千円　
（２１０，０００千円）

　歴史的な町並み保存の推進に必要な経費を計上

　　・伝統的建造物群保存地区相談啓発（新規）

　　・伝統的建造物群保存地区保存対策に対する助成

　　・伝統的建造物群保存地区防災対策に対する助成

　　・下二之町大新町伝統的建造物群保存地区無電柱化整備　ほか

　　　○ 歴史文化活用の推進 ６，７１４千円　
（２，９９０千円）

　　・風土記の丘開館２０周年記念事業

　　・まちの博物館の展示キャプション等の英文解説の充実

　　・文化財多言語看板の設置　ほか

　　・ボランティアガイド育成事業

　歴史文化の活用に必要な経費を計上

安全、安心、快適な学校施設等の整備

安全、安心で魅力ある学校給食の実施

　児童生徒の心身の健全な発達を図るために必要な給食運営経費を計上
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単位：千円、％

　　主な増減理由
・消防車両更新等に伴う増　　１２，２２８千円　
・消防施設及び資器材の充実に伴う増　　２４，１４１千円　
・消防団員活動経費の増　　１０，７８７千円
・水防水利施設整備費の増　　２０，６９６千円　

　　　○ 市民の安心・安全を確保するための消防装備等の充実強化

　　　○

（　　　　）は前年度予算額

＜安全＞

　　　○ 消防車両等の更新 １０８，２２８千円　
（９６，０００千円）

　消防車両等の更新に必要な経費を計上

　　・消防団ポンプ車、高規格救急車

　　・はしご車オーバーホール

　　　○ 消防施設の維持管理 ２２，６６６千円　
（９，３００千円）

　消防施設の維持管理に必要な経費を計上

　　・消防庁舎の修繕　ほか

　　　○ 消防団活動の充実 ９７，４８３千円　
　（１０２，４１３千円）

　消防団活動の充実に必要な経費を計上

　　・消防団員出動報酬

　　・消防団員退職報奨金

　　・小型動力ポンプ購入　ほか

要求に関する基本方針

消防団員の安全確保と消防団施設や資器材の整備による団活動の充実及び
団員の士気高揚、団員の確保

要求のポイント

一般会計 518,450 604,373 85,923 16.57

消　防　本　部

要求額

会計名
平成２４年度
当初予算額

平成２５年度
要求額

対前年度増減額
増減率
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単位：千円、％

　　　○ 個性あるまちづくりの推進

　　　○ 地域振興計画の着実な推進

（　　　　）は前年度予算額

　　　○ 丹生川地域

　丹生川地域の振興に必要な経費を計上

　　・イベント開催事業（飛騨にゅうかわ宿儺まつり等）

　　・乗鞍サイクルヒルクライム開催事業

　　・乗鞍岳・乗鞍山麓五色ヶ原の森活性化対策事業

　　・朴の木平駐車場整備事業（新規）　ほか

　　　○ 清見地域

　清見地域の振興に必要な経費を計上

　　・イベント開催事業（ひだ清見紅葉まつり等）

　　・せせらぎ街道スポット整備事業

　　・清見民俗資料館修繕事業

　　・天然記念物環境保全事業　ほか

　　　○ 荘川地域

　荘川地域の振興に必要な経費を計上

　　・イベント開催事業（ひだ荘川ふるさとまつり等）

　　・荘川桜の里づくり事業

　　・そばの里五連水車修繕事業（新規）

　　・御母衣ダム湖面活用事業（新規）　ほか

地域振興特別予算

要求額

会計名
平成２４年度
当初予算額

平成２５年度
要求額

対前年度増減額
増減率

一般会計 629,937 657,523 27,586 4.38

要求に関する基本方針

要求のポイント

９４，４２８千円　
（８６，３５１千円）

７０，５４５千円　
（６９，０３７千円）

５７，３１７千円　
（５１，２８５千円）
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　　　○ 一之宮地域

　一之宮地域の振興に必要な経費を計上

　　・イベント開催事業（飛騨生きびな祭り等）

　　・臥龍桜日本画大賞展開催事業

　　・「源流の里」登山道等整備事業

　　・地域景観保全振興事業（桜の里づくり）　ほか

　　　○ 久々野地域

　久々野地域の振興に必要な経費を計上

　　・イベント開催事業(ひだ桃源郷収穫劇場等）

　　・位山舟山自然公園環境整備事業

　　・地域おこし協力員活用事業

　　・地区公園整備事業（新規）　ほか

　　　○ 朝日地域

　朝日地域の振興に必要な経費を計上

　　・イベント開催事業（氷点下の森氷祭り等）

　　・道の駅周辺整備事業（新規）

　　・美女ヶ池浄化・美化保全事業

　　・秋神夢づくり事業　ほか

　　　○ 高根地域

　高根地域の振興に必要な経費を計上

　　・冬季高齢者住宅開設事業

　　・遊休施設解体事業

　　・観光施設修繕整備事業

　　・道路照明施設環境整備事業（街路灯撤去）　ほか

　　　○ 国府地域

　国府地域の振興に必要な経費を計上

　　・イベント開催事業(飛騨国府サマージョイフェスタ等）

　　・旧支所跡地公園整備事業（新規）

　　・生活環境保全林管理事業（洗心の森）

　　・地域福祉施設備品整備事業（新規）　ほか

　　　○ 上宝・奥飛騨温泉郷地域

　上宝・奥飛騨温泉郷地域の振興に必要な経費を計上

　　・イベント開催事業（奥飛騨温泉郷ウィンターキャンペーン等）

　　・大規模林道環境保全事業

　　・地域歯科診療継続支援事業（新規）

　　・地域交通対策事業　ほか

５９，７１３千円　
（５９，６９２千円）

７５，２８０千円　
（７５，３５９千円）

６０，４００千円　

（８３，２９７千円）

（５８，３０８千円）

４７，２８０千円　
（４２，３１９千円）

１０５，２８０千円　
（１０４，２８９千円）

８７，２８０千円　
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